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   During the past five years, 342 cases of urolithiasis were found among the 3, 821 cases of 
urological patients who visited the Toho University medical school clinic. 
   Clinical statistical analysis of these 342 cases gave the following results. 
   Thirty-nine cases of them showed double location of stones in the urinary tracts. 
   (1) The occurrence of urolithiasis during the past five years was 8.95 per cent of the 
whole cases. 
   (2) They consisted of 78 cases  (20.5%) of renal, 234  (61.4%) of ureteral, 35 (9.2%) of 
vesical, 13  (3.4%) of urethral and 21  (5.5%) of prostatic calculi. 
   The number of the patients with calculus in the upper urinary tracts was much more 
than that of the patients with calculus in lower urinary tracts. 
   So-called "Stone wave" was revealed. 
   (3) As to sex, the conditionwas found to occur for more frequently in males (280 cases  : 
81,  87%) than in females (62 cases : 18,  13%). The ratio was 4.5 to 1. 
   (4) Age distribution of the cases showed 152 occurred in the third decade and 90 in the 
fourth decade. 
   (5) As to seasonal variation, the  results were reported previously. 
   (6) As to occupations of the patients, the results of analysis shound higher incidence 
among office workers. 
   (7) The recurrence was 20 cases  (5.25%). 
   (8) As the initial symptoms and the chief complaints pain and haematuria were observed 
most frequently.
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  (9) Treatment of the upper urinary tract calculi was surgical operation in about a half 
of cases while the other half received conservative therapy. 
   For cases of vesical and urethral calculi, endoscopic treatment was commonly used, and 
for cases of prostatic calculus, the treatment was conservative in all of them. 
  It should be noted that cases of spontaneous discharge or chemicaldissolution of stones 
have been increasing.
1緒 言
尿路結石症は,世 界 のいずれ の地方に於 て も
殆んど存在す る疾患,即 ち人類一 般の疾患 であ
る.
故に尿路結石症に関す る臨床統 計的観察 は毎
年数多 く報告 され ている.
しかし,そ の発生頻度,部 位及 び患者 の年 令
等は各地域 により,又 時代 に よりか な り相違 す
るものである.
いずれにしろ,年 々増 加 して来 ている尿路結
石症については,患 者が泌尿 器科 の専門的診 断
を求めることが多 くなつ た こと,診 断法 の進 歩
もあるが,生 活 に於 ける心 身の緊張,不 安 が大
いに関係が あると思われ る.
即ち我が教室 に於 ては昭和28年か ら,昭 和33
年に至 る満6年 間 の統計 を報 告 しているが,今
回はそれ以後,即 ち昭和34年よ り昭和38年迄 の
5力年間の統計的観察 を行い,か つ前 回の6力
年間の統計 と比較 し,不 足な統計 を補 い,又 稲
田の全国統計等 との比較 を行 つた ので,そ の概
略をここに報告す る.



























表1'年 次 別 外 来 患 者 ・結 石 患 者 ・排 石 後 術 後
患 者 ・結 石 の 疑 い の 患 者 数









又全国主要大学のそれ と比較すると表2の 如 くであ
る.(表2)
即ち,高橋等の言 う様に本邦に於ける尿路結石症の
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前 回 の 統 計
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低,そ の後又増加傾向を示す しかし,8月 を中心と
した季節は全般的に外来患者が多いとい うことも考慮
すべきであるろう.
表10季 節 的 消 長
患 者 数
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腎 切 石 術
腎 摘 出 術
腎 孟 切 石 術
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尿 管 切 石 術
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経 尿 道 的 摘 出 法
保 存 療 法
鉗 子 に よ る 摘 出
外 尿 道 口 切 開




























































































































































































































昭和34年か ら昭和38年まで の5年 間に,東 邦
大学医学部泌尿器科 を訪れた尿路結 石 症 患 者
342名を統計的 に観察 し,更 に前 回の統計(6
年間),及 び全 国統 計等 と比較 した.
(1)5年 間 の外来 患者総数3,821名,うち
尿路結石患者342名で8.95%であ る.そ の うち
2カ所以上 に結 石が介在 してい るものを加 え る
時は381例(9.97%)とな る.
これは前 回の6.38%に比 べ増加を 示 し て い
る.又全 国平均 と比べ,は るかに高 率 を 示 し
た,
(2)部位 的分布 では,尿 管 結石(61.4%),
腎結石(20.5%),膀 胱 結石(9.2%),前 立
腺結石(5.5%),尿 道結石(3.4%)の 順 とな
り前回の統 計 と類似 してい る.全 国値 との比較
では,尿 管 結石,前 立腺結石 に於 ては我 々の統
計が上 回 り,そ の他では全国値が上 回 つ て い
た.
(3)上 部尿路,下 部尿路の比較では,上 部
尿路結石81,89%,下部尿路結石18.11%であ
り,前 回の統計 との差異を認め なかつた.し か
し全 国値 と比べ上下の差が大 きい
(4)腎 ・尿管結石 の左右差では,特 別の傾
向が認め られ なかつた.全 国の各報告 で も有意
の差はない と報 じている.
(5)尿 管結石 の分布状態 は上 部59例24.8
%,中 部14例(5.9%),下部165例(69,3%)
で あつた.全 国値 と比べ下 部に於て我 々の統 計
が多 かつ た.
(6)男 女 の比は,男 子280例(81.87%o),
女子62例(18.!3%)であ り,4.5:1であ り,
前 回の統 計,及 び全国値 に比 し大差 は な か つ
た.又 上部尿路結石 では3.7:1,下部尿 路結 石
では33.5:ユで あつた,
(7)結 石頻発年令 は20才代で あり,上 部尿
石症が多 い 下部尿 石症の多いのは,!0才未満
の幼 い小児 と71才以上の老年者 で ある.
前回 の統計 に比 し前 立腺 結石(今 回 の統計 で
は21～30才代 に も多かつた)以 外 は同様 の傾 向
を有 した.
(8)季 節 的消長で は,8月 に最 も多 く,前
回 の統計 と一 致 している.
(9)職 業 別にみ る と頭脳 的労働老 と筋肉労
働者 では前者 の方が はるかに多 かつ た.こ れは
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